
短 報

牛 の 病 巣 か ら 分 離 さ れ たFusobacterium

necrophorumの 亜 種

新城敏晴 村上隆之 内田和幸 許 徳龍*

芳賀 猛 後藤義孝†

宮 崎大 学 農学 部 獣 医学 科(〒889-2192宮 崎市 学 園 木花 台西1-1)

(2003年11月4日 受付 ・2004年6月1日 受理)

要 約

Fusobacterium necrophorumは 現 在F.necrophorum subsp. necrophorumとF.necrophoromsubsp. funduliform

の2亜 種 に 分 類 さ れ,前 者 が 病 原 性 が 強 い と さ れ て い る.し か し,後 者 も 病 巣 か ら 分 離 さ れ る こ と が 報 告 さ れ て い る.

そ こ で,肝 膿 瘍 以 外 の 牛 病 巣 由 来-Fusobacterium necrohoprumの 保 存 菌 株23株 の 亜 種 の 同 定 を 行 っ た と こ ろ,F.

necrophorum subsp. necrophorumが9株,F.necrophorumsubsp.funduliformeが14株 で あ っ た.今 後,F.

necrophorumsubsp.funduliformeの 病 巣 に お け る 分 布 と感 染 に 関 与 す る 他 の 菌 に つ い て の 研 究 が 必 要 で あ ろ う.

-キ ー ワ ー ド:牛 病 巣 由 来 菌
,壊 死 桿 菌,亜 種.
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Fusobacterium necrophorumは グ ラ ム 陰性 偏 性 嫌 気

性 無 芽 胞 桿 菌 で,人 や 動 物 の 消 化 管 内 に 生 息 して い る

が,条 件 に よ っ て は 内 因性 感 染 を起 こ し,人 や動 物 の膿

瘍 の 原 因 と な る[13].本 菌 は 以 前Sphaerophorus

necrophorusとS.funduliformisの2菌 種[9]に 分 類 さ

れ,前 者 が動 物 型,後 者 が 人 型 と考 え られ て い た.し か

し,両 者 の鑑 別 を 由 来 に依 る の で は な く,ニ ワ トリ赤 血

球 凝 集 性 と す る こ と が 提 案 さ れ[1],そ の 後,S.

necrophorUsとS.funduliformisの2菌 種 は,赤 血 球 凝

集 性 を有 す るS.necrophorus biovar Aと そ の 性 状 を 欠

くbiovar Bの1菌 種,2生 物 型 に分 類 され た[2].現 在

で は,biovar Aお よびbiovar Bは そ れ ぞ れF.necropho-

rUmsubsp.necrophorumとF.necrophorum subsp.

funduliformeの1菌 種2亜 種 に 分 類 され て い る[12].

Subsp.necrophorumは 主 と して肝 膿 瘍 な どの病 巣 か ら

[7,11],subsp.fmduliformeは 消 化 管 内 か ら[6,11]

分 離 さ れ て き た が,牛 の 病 巣 か ら のsubsp.funduli-

〃me分 離 報 告 例 も散 見 され る よ うに な った[4,8,10].

そ こで わ れ わ れ は,牛 の肝 膿 瘍 以 外 の病 巣 か ら分 離 され

た23株 の 保 存 株 に つ い て 亜 種 の 同 定 を行 い,病 巣 にお

け る亜 種 の 分 布 を調 べ た.

材 料 お よ び 方 法

剖 検 後 無 菌 的 に採 取 した材 料 あ るい は 分 離培 養 の た め

に搬 入 さ れ た材 料 を馬 血 液 加GAM寒 天培 地a)お よび変

法FM培 地b)に 直 接 塗 抹 して,炭 酸 ガ ス 置換 ス チ ー ル ウ

ー ル法 に よ り
,37℃,2～3日 培 養 後 グ ラ ム 陰性 偏 性 嫌

気 性 桿 菌 を 選 抜 して 同 定 に供 した.菌 種 の 同定 はVPI

Manual[5]に よ り,亜 種 の決 定 はニ ワ トリ赤 血 球凝 集

性 の有 無 に よ った[12].参 照 株 と してJCM3718T(=

VPI2891)お よ びJCM3724T(=VPI6161)を 供 試 し

た.

成 績

VPIマ ニ ュ ア ル に よ りEnecrophorumと 同 定 され た

グ ラ ム 陰 性 偏 性 嫌 気 性 桿 菌23株 は,表1に 示 す 通 り,

集 落 お よび菌 形 態,液 体 培 地 に お け る発 育 性 状,ニ ワ ト

リ赤 血 球 凝 集 性 お よびDNase産 生 性 に よ り2群 に 別 け

ら れ た.1群 の 菌 はsubsp.necrophorumの,2群 は

subsp.fmduliformeの そ れ ぞ れ の基 準 株 の 性 状 に 一 致

し た.9株 がsubsp.necrophorumに,14株 がsubsp.

fmduliformeと 同 定 さ れ,subsp.fmduliformeと 同 定

a) 日水 製 薬(株),東 京.b)日 水 製 薬(株),東 京.
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表1 分離菌株の鑑別主性状

1)FUsobacterium necrophorum subsp. necrophorUmと 同 定

さ れ た 群

2)Fusobacterium necrophorum subsp. funduliformeと 同 定

さ れ た 群

3)Fusobacterium necrophorum subsp. necrophorum JCM

3718T

4)Fusobacterium necrophorums ubsp. funduliforme JCM

3724T

され た菌 株 が 多 か った(表2).敗 血 症,子 牛肺 炎 お よび

関節 炎 か らは両 亜 種 が,耳 下 腺 膿 瘍 お よび大 腿 部 膿 瘍 か

らはsubsp.necrophorumが,門 脈 血 栓,脳 膿 瘍 お よび

膀 動 脈 周 囲 膿 か ら はsubsp.funduliformeが 分 離 さ れ

た.

考 察

牛 の 肝 膿 瘍 か ら分 離 され るEnecrophorumは,圧 倒

的 にsubsp.necrophorumが 多 く,ま た純 粋 状 態 で分 離

され る例 も多 い[11].ま た,マ ウス に対 す る病 原性 も

subsp.necrophorUmが 強 い こ と な どか ら,起 病 性 に つ

い て はsubsp.necrophorumに 注 意 が 向 け られ,subsp.

funduliformeは そ れ ほ ど重 要視 され て こ なか った.し か

し,弱 病 原 性 と され て きたsubsp.funduliformeが 病 巣

か ら分 離 され る こ と も報 告 され て い る[3,4,8,10].こ

れ まで の 多 くの 報 告 で,生 物 型 あ る い は亜 種 の記 載 が な

い ため,牛 の病 巣 か ら分 離 され る本 菌 の亜 種 の 分 離 状 況

は明 らか で は な い.

今 回 の調 査 で,牛 肝膿 瘍 以外 の病 巣 か ら弱 病 原 性 と考

え られ て い たsubsp.funduliformeが 分 離 され た.こ れ

ら の こ と か ら,subsp.necrophorumだ け で な く,

subsp.funduliformeに も注 意 を払 う必 要 が あ ろ う.又

吉 ら[8]は 牛 の脳 膿 瘍 か らsubsp.funduliformeを 純

培 養 状 に分 離 した が,そ の他 の 報 告 で は 混 合 感 染 例[3,

4,10]で あ っ た.牛 肝 膿 瘍 で は92例 中85例 か ら

subsp.necrophorumが 分 離 さ れ,そ の 内49例 は単 独

で,残 りは他 の 菌 との 混 合 感 染 で あ っ た.一 方subsp.

funduliformeは14例 か ら分 離 され,単 独 分 離 は1例 で,

残 りの13例 はsubsp.necrophorum,Streptococusspp.,

Arcanobacterium pyogenesな ど と混 合 して 分 離 され た

表2 各症例における亜種の分布

1) Fusobacterium necrophorum subsp. necrophorum

2) Fusobacterium necrophorum subsp. funduliforme

[11].今 回は保存菌株を用いたEnecrophorumの みに

ついての報告であるが,肝 膿瘍菌検索例のような他の菌

の分離も含めたより詳細な研究が今後必要であろう.
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Subspecies of Fusobacterium necrophorum Isolated from Bovine Lesions
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SUMMARY

Of the two subspecies into which Fusobacterium necrophorum is classified, F. necrophorum subsp. necropho-
rum is more pathogenic than F. necrophorum subsp. funduliforme. We determined the subspecies of 23 strains
of F. necrophorum isolated from bovine lesions other than liver lesions and stocked in our laboratory. Of them
9 stains were identified as F. necrophorum subsp. necrophorum and the remaining 14 as F. necrophorum subsp.

funduliforme. Further study of the distributions of F. necrophorum subsp. funduliforme in lesions and of other
bacteria associated with infections may be necessary.

－Key words:bovine lesion isolates
,Fusobaoteriumn necrophorum, subspecies.
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